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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 28 年６月 10 日に公表いたしました平成 29 年４月期通期の業績予想

を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

●業績予想の修正について 

平成 29 年４月期通期連結業績予想数値の修正（平成 28 年５月１日～平成 29 年４月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり当期純利益

前回発表予想（Ａ） 百万円

10,073

百万円

115

百万円

120

百万円 

78 

円 銭

13.61

今回発表予想（Ｂ） 9,174 168 179 129 22.71

増減額（Ｂ－Ａ） △898 52 58 50  

増 減 率（％） △8.9 45.6 48.7 65.2  

（ご参考）前期実績 

（平成 28年 4月期） 
10,134 79 91 107 18.35

平成 29 年４月期通期個別業績予想数値の修正（平成 28 年５月１日～平成 29 年４月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益

前回発表予想（Ａ） 百万円

7,540

百万円

54

百万円

70

百万円 

38 

円 銭

6.74

今回発表予想（Ｂ） 7,204 156 174 126 22.30

増減額（Ｂ－Ａ） △335 101 104 88  

増 減 率（％） △4.4 184.2 147.9 227.3  

（ご参考）前期実績 

（平成 28年 4月期） 
7,910 60 80 87 15.00

 



 

 

修正の理由 

(１) 連結業績予想の修正理由 

連結業績の売上につきまして、防護服・環境資機材事業においては、前連結会計年度にありました官公庁

関連の大口需要はなかったものの、化学工場やヘルスケア分野における防護服の新規需要の開拓や、各地で

発生いたしました鳥インフルエンザ等に対し、自治体等への緊急物資供給等を行い、ほぼ予定通りの売上の

見込みですが、前連結会計年度に引続き、たたみ資材事業、アパレル資材事業、中国子会社の低迷の影響が

大きく、前回発表予想額を898百万円下回る見込みです。 

利益につきましては、減収ではあるものの売上総利益率の確保に注力したことと、業務の効率化、販売体

制の見直しに取り組んだ結果、増益となる見込みです。しかし、中国子会社においては、一層進展する案件

のASEAN地域へのシフトへ十分対応しきれず、利益確保が厳しくなる見込みです。これらにより、前回発表の

業績予想より、営業利益で52百万円、経常利益で58百万円、親会社株主に帰属する当期純利益で50百万円上

回る見込みです。 

 (２) 個別業績予想の修正理由 

修正理由につきましては、（１）の連結業績予想の修正理由と同様の理由です。 

 

（注）上記に記載されている業績見通し等将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

 

以   上 


